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①Rとデータベース

♦Rは外部からデータを投入することで、
はじめて分析・結果出力が可能となる。

データ

分析 結果

データ
ベース



RのDBMS関連パッケージ

♦RODBC
• ODBCに対応しているリレーショナルデー

タベース（RDB)に接続することが可能

♦DBI
• ROracle、RMySQL、RSQLite

♦SQLiteDF

♦その他
• sqldf、RDCOM/RCOM、SSOAP



RとインターフェースのあるDBMS
（抜粋）

♦MS Access

♦SQL Server

♦Oracle

♦MySQL

♦PostgreSQL

♦SQLite

♦他、ODBCに対応するデータベース

＊すべてがRDBである＊
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Rオブジェクトの永続化

♦Rの変数・オブジェクトの永続化
（データベース化）はできないのか？

♦RODBC等を利用すると、ある程度
可能だが、Data.Frameのみ

♦RDBを使うとO／Rマッピング（オ
ブジェクトを表形式に展開・変換）
をする必要がある。＝＞面倒

♦Rのオブジェクト構造を、そのまま
の形で保存したいが・・・



RDB以外のデータベース
で

Rに使えるデータベース
は

どこかに無いのか？
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②オブジェクトデータベース
Caché (キャシエ)とは何か

♦ 米インターシステムズ社が開発
• 高速なオブジェクトデータベース

♦ RDBとは異なるデータベース構造
• B-TREE

♦ 医療用のM言語（MUMPS)を継承拡張
• Caché Object Script

♦ ORマッピング不要
• TREE構造へのオブジェクトの埋め込み

♦ SQL／ODBCも利用可能
• RDBと同じ構造にすることもできる

♦ オープンソースじゃないけれど
• シングルユーザー版は無期限無料！



Caché Object Script

Set ^x(1)="ABC"
文字列“ABC”をグローバル変数^x(1)に代入

^x

^x(1) "ABC"

COS

グローバル変数^x(1)が即座にツ
リー構造として永続化される。



階層構造とプログラム表現

^x

^x(”Beer”)

”150,5000”

^x(”Beer”,”350ml”) ^x(”Beer”,”500ml”)

”300,10000”

””

Set ^x("Beer")= ""

Set ^x("Beer","350ml")="150,5000"

Set ^x("Beer","500ml")="300,10000"

COS



文法

♦添え字がノード（ツリーの枝）になる

♦データに型はない（基本は文字）

♦セパレータ（デリミタ）を使うことで、
可変長のフィールドを生成

＾変数名（添え字）＝データ
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③ RとCache’を使ったソリューション

♦ 医療データマイニング
• 病院などの医療機関において、患者の検査や投薬・診療

記録、病歴といった多種多様なデータの中から、治療に
役立つ知識・知見を統計解析の手法を用いて発見（発掘）
する技術

• 医事・オーダーリング・電子カルテの普及によって蓄積
された医療データを用いて、有用な情報を抽出・加工す
る技術

♦ 電子カルテの功罪
• 大量の医療データの蓄積、システム化・精度の向上

• 全てRDBで設計

• レスポンス低下、メンテナンス負荷の増大

• 結果的にマイニングする余地がない

マイニング専用のデータベースが必要



システムの概要

♦DBには

Cachéの一種である

　Ensemble　ver5.2.1

♦GUIは InternetExproler6

♦統計解析エンジンはR 2.4.1



検索検索検索検索

閲覧閲覧閲覧閲覧

結果結果結果結果
表示表示表示表示

ServerServerServerServer WebClientWebClientWebClientWebClient

IntraNetIntraNetIntraNetIntraNet

システム構成（１）

解解解解
析析析析

保保保保
存存存存

InternetExproler



CachéとRの接続方式

♦①CachéからRの起動
• バッチ処理（RCMD BATCH)

• RDCOM

♦②CachéからRのダイレクト操作
• RDCOM

♦③RからCachéへのODBC接続
• RODBC

♦④RからCachéのダイレクト操作
• RCOM+自作パッケージ



Server内

RCMD BATCHRCMD BATCHRCMD BATCHRCMD BATCH

システム構成（２）

・・・・画像画像画像画像（（（（PNGPNGPNGPNG））））
・・・・表表表表（（（（HTMLHTMLHTMLHTML））））
・・・・解析解析解析解析ログログログログ（（（（TEXTTEXTTEXTTEXT））））
・・・・そのそのそのその他他他他のののの出力出力出力出力
　　　　PDFPDFPDFPDF　　　　KMLKMLKMLKML　　　　CSVCSVCSVCSV
・・・・データマートデータマートデータマートデータマート用用用用
　　　　....RDataRDataRDataRData

CSVCSVCSVCSV



Login画面



初期画面

クイックサーチ
事前に登録してある検索
条件を使う。同じ検索を
何度も利用する場合に有
効。

検索オプション
任意の検索条件を細か
く設定する。また、ク
イックサーチへの登録
もできる。

各種統計
Rを用いた各種の集計・
統計解析を行う。また、
統計の初期画面自体がク
イックサーチと同じ構造
で、１クリックで検索と
統計解析ができる。



検索画面

検索
条件



検索内容閲覧



サマリー表示



カルテ表示



検査値表示



検査値グラフ



統計画面



統計プログラムの選択

検索
条件

実行
コード

選択選択選択選択とととと表示表示表示表示



統計オプション（患者基本情報）

検索条件の設定とRの実行コードを
記述する画面



検索オプションメニュー

病名病名病名病名のののの分類分類分類分類
ICDICDICDICD１０１０１０１０にににに
もももも対応対応対応対応



R実行コード

ここにRのコードをそのまま書きます

検索
条件

正常動作確認後
セットに登録

仮実行して正常に動くか確認



実行

１度実行後、Rワークスペースを簡易データマートとして利用



実行結果（グラフィック）



実行結果（表、HTML表示）



実行結果（ログ）



実行結果（円グラフ）



実行結果（棒グラフ）



地域分析（塗りわけ地図出力）



エクセルへの画像の貼付（PNG)



エクセルへ表の貼付（HTML）

罫線も自動作成されている



画像のベクター出力（PDF）



CSV出力（Excel起動）

検索・抽出されたデータがCSVでダウンロード＆Excel起動



KML出力

検索されたデータを基
に、Rで住所情報から
GoogleEarthのフォー
マットであるKMLを自
動作成する。



GoogleEarthの起動



③まとめ

♦今回構築したシステムは、高速検索・
閲覧・統計解析能力に優れていた

♦大量に蓄積された医療データの再利用
の促進に有用であると考える

♦医療データマイニングシステムは、医
療機関がより良い医療を実践してゆく
ための土台となると考える
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CachéとRの接続方式

♦①CachéからRの起動
• バッチ処理（RCMD BATCH)

• RDCOM
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Server内

RCMD BATCHRCMD BATCHRCMD BATCHRCMD BATCH

・・・・画像画像画像画像（（（（PNGPNGPNGPNG））））
・・・・表表表表（（（（HTMLHTMLHTMLHTML））））
・・・・解析解析解析解析ログログログログ（（（（TEXTTEXTTEXTTEXT））））
・・・・そのそのそのその他他他他のののの出力出力出力出力
　　　　PDFPDFPDFPDF　　　　KMLKMLKMLKML　　　　CSVCSVCSVCSV
・・・・データマートデータマートデータマートデータマート用用用用
　　　　....RDataRDataRDataRData

システム構成（３）

RCacheDirectRCacheDirectRCacheDirectRCacheDirect



Cache’ActiveXバインディング



　rcomの利用



RCacheDirect

♦ rcomラッパー関数

♦ Cache’側にRCacheDirectクラス実装

♦ ライセンス：GPL（>=2）

Cache’ R RCache
Direct.r

　rcom 
RCache
Direct.cls

COM
Object



Demo



Cache’への接続
> #RCacheDirect.r組組組組みみみみ込込込込みみみみ
> source("C:/Program 

Files/R/Rubicon/rcode/RCacheDirect.R")

> 

> #初期化初期化初期化初期化
> mInitialize()

[1] "初期化初期化初期化初期化しましたしましたしましたしました"

> #接続処理接続処理接続処理接続処理
> factory <-mCreateObject()

> channel<-mConnectDlg(factory)

> mConnect(factory,channel)

[1] TRUE

> #CacheObjectクラスクラスクラスクラス(RCacheDirect.Class)へのへのへのへの

インスタンスインスタンスインスタンスインスタンス生成生成生成生成
> Obj<-mNew(factory)

R



Set ^x(1)="ABC"

(1)文字列“ABC”をグローバル変数^x(1)に代入

Cache’グローバル変数への入出力

IData<- "ABC"

Command<-paste('^x(1) = "',IData,'"',sep='')

mSet(Obj,Command)

入力コマンド：mSet(Object,”Command”)

出力コマンド：mGetValue(Object,”Command”)

Command2<-"^x(1)"

OData <-mGetValue(Obj,Command2)

OData

COS

R

R

Write ^x(1)

(2)^x(1)から文字列“ABC”を取り出す
COS



階層構造への格納

Set ^x("Beer")= ""

Set ^x("Beer","350ml")="150,5000"

Set ^x("Beer","500ml")="300,10000"

> Beer<-"Beer"

> CAN350<-c("350ml","150","5000")

> CAN500<-c("500ml","300","10000") 

> #入力入力入力入力
> Command<-paste('^x("',Beer,'") = ""',sep='')

> mSet(Obj,Command)

[1] 0

> Command2<-paste('^x("',Beer,'","',CAN350[1],'") = 

"',CAN350[2],",",CAN350[3],'"',sep='')

> mSet(Obj,Command2)

[1] 0

> Command3<-paste('^x("',Beer,'","',CAN500[1],'") = 

"',CAN500[2],",",CAN500[3],'"',sep='')

> mSet(Obj,Command3)

[1] 0

COS

R



階層構造からデータの取り出し

#取取取取りりりり出出出出しししし
> Command4<-'^x("Beer","350ml")'

> OData2 <-mGetValue(Obj,Command4)

> OData2

[1] "150,5000"

> Command5<-'^x("Beer","500ml")'

> OData3 <-mGetValue(Obj,Command5)

> OData3

[1] "300,10000"

^x

^x( ”Beer”)

”150,5000”

^x(”Beer”,”350ml”) ^x(”Beer”,”500ml”)

”300,10000”

””

R



RCacheDirectコマンド

mInitialize

mCreateObject

mConnectDlg

mConnect

mGetConnectionList

mDisconnect

mNew

mXecute

mSet

mSetResult

mSetValue

mGetValue

mGetValueB

mDo

mKill

mJob

mIsConnected

mIsMultibyte

mGetZError

mGetECode

＊今回のデモに利用した
　コマンドはGreen部分



④まとめ
♦RCacheDirectを利用するとRの変数の

永続化が可能となる

♦CSVでの入出力と比較して、セキュリ
ティ上安全で高速

♦データの格納方式を工夫することで、R
オブジェクトを間接的に格納可能

♦Cache’側のルーチン（プログラム）を
Rから起動することもできる

♦（今後の課題）Rオブジェクトをシーム
レスに格納するためには、もうひと工夫
必要



結論

♦Rのオブジェクト構造の永続化には、
オブジェクトデータベースが適してい
るのではないだろうか。

♦Rの更なる発展のためには、今回紹介
したCache’を含め、他のODBも研究

していく余地がある。



データキューブデータキューブデータキューブデータキューブ株式会社株式会社株式会社株式会社
http://www.http://www.http://www.http://www.datacubedatacubedatacubedatacube.co..co..co..co.jpjpjpjp

ご清聴ありがとうございました。


